
国際教養大

模
擬

一日授
農業
互 に
りH温

菱
ツ々

日同月年口

来
年
四
月
開
学
予
定
の
国

報

際
教
養
大
学
に
関
心
の
あ
る

蹴

高
校
生
や
保
護
者
ら
を
対
象

団

と
し
た
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア

同

l」

が
三
十
一

日、

雄
和
町

の
同
大
学
予
定
地
（
旧
ミ
ネ

ソ
タ
州
立
大
秋
田
校）

で
行

わ
れ
た。

県
内
外
か
ら
約
四

百
七
十
人
が
参
加
し、

模
擬

授
業
な
ど
で
大
学
の
雰
囲
気

を
味
わ
っ
た。

県
の
同
大
学

設
置
準
備
事
務
局
の
主
催。

参
加
し
た
高
校
生
た
ち

は、

事
務
局
の
職
員
か
ら
マ

入
学
後、
一

年
間
の
海
外
留

学
の
義
務
付
け
マ
教
員
の
半

数
以
上
が
外
国
人
マ
授
業
を

英
語
で
実
施
ー
な
ど
の
特
色

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後、

八
つ
の
ク
ラ
ス
に
分
か

れ
て
模
擬
授
業
を
受
け
たo

t
模
擬
授
業
は、

同
大
学
採

用
予
定
の
外
国
人
教
員
ら
が

英
語
で
行
い、

高
校
生
た
ち

は、

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
店
で
の

注
文
の
仕
方
な
ど
実
践
的
な

英
語
表
現
を
学
ん
だ。

続
い
て、

中
嶋
嶺
雄
学
長

予

定

者

が

講

話

し

「

国

際

社

会
で
本
当
に
力
を
持
つ
人
を

養
成
し
た
い。
一

緒
に
将
来

を
切
り
開
こ
う」

と
呼
び
掛

け
た。
ま
た、
寺
田
典
城
知
事

が
「
こ
の
大
学
に
入
り、

世

界
に
発
信
し
て
ほ
し
い。

世

界
で
通
用
す
る
人
材
育
成
が

で
き
れ
ば、

県
民
と
国
民
の

利
益
に
な
る」
と
強
調
し
た。

ツ
ア
！
に
参
加
し
た
鎌
田

美
樹
さ
ん
（
横
手
高
二
年）

は
「
模
擬
授
業
は、

明
る
く

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
雰
囲
気

だ
っ
た
ο

こ
の
大
学
で
学
び

た
い
思
い
が
強
く
な
っ
た」

と

話

し

て

い

た
。

こ
の
日
の
参
加
者
は、

同

事
務
局
が
想
定
し
た
予
定

人
員
（
二
百
人）

の
約
二
・

外

国

人

講

師

の

授

業

に

耳

を

傾

け

る

高

校

生

U

一

市

雄

和

町

の

旧

ミ

ネ

ソ

タ州

立

浪

学

一巡回

校

四
倍。

寺
田
知
事
は
「
県
民

が
関
心
を
持
っ
て
く
れ
て
い

る
結
果
だ
と
思
う」

と
話
し

た。
県
は
四
月
二
十
八
日
に、

同
大
学
の
設
置
認
可
を
文
部

税
学
省
に
申
請
済
み。

十
一

月
中
に
も
認
可
さ
れ
る
見
通

し
と
い
う。
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